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Bedurfnisse bei Mensch und TierJであるとし、う生物学的な想定が冒頭で述べられてし、る。続し、て f性
対象 SexualobjektJと「性目標SexualzielJe v、う用語が導入され、両概念は次のように区別されて
いる。「性的な魅力のある人物を性対象と呼び、欲動がそこへ向かって突き動くところの行為を性目標
と呼ぶことにしよう。JFreud， Sigmund: Drei Ahhandlungen zur島'xualtheorie(1905). In: 
Gesammelte Werke， Bd. V. Hg. von Anna Freud et. al. 1ρndon 1946， S.34.以下、品'sammelte
防長'rkeはG.W と略記する。また、本稿における引用はすべて拙訳によるが、翻訳の際に日本語版フ
ロイト全集を参照した。
2 Vgl. Freud， Sigmund:τ'riebe und官民bschicksale(1915). In: G. W， Bd. X， S.214.同年に出版され
た『性理論のための三篇』第三版においてもこれとほぼ同じ定義がなされている。 Vgl.Drei 
Ahhandlungen zur Sexualtheorie. 3. Aufl. (1915). In: G. W， Bd. V，S. 67. 
3 Freud， Sigmund:τ'riebe und τ'riebschicksale (1915). In: G. w.; Bd. X， S.215. 



























5 VgL ebd.， S.230. 
6愛の前段階には、口唇期以外に日工門サデイズム期もあるがここでは口唇期に的を絞ることとする9
7 VgL ebd.， S.231. 
8 VgL Freud， Sigmund: Daslch und das Es (1923). In: G.防:，Bd. XIII， S.256f. 
9 VgL Freud， Sigmund / Abraham， Karl・SigmundFreud / Karl Abraham Briefe 1907.1926. Hg. 


























von Hilda C. Abraham / Ernst L. Freud. Frankfurt am Main 1965， S.206-209. 
lOF詑 ud，Sigmund:τ'rauer und Melancholie (1917 [1915]). In: G. W， Bd. X， S.436. 
























の対立は「飢え」と「愛」の対立として描き出されている。 VgLFreud， Si伊nund:Die psychogene 
Sehstorung in psychoanal:外ischerAu血ssung(1910). In: G. W， Bd. VIII， S.97王そして 1915年の
『性理論のための三篇』第三j版で性欲動のエネルギー であるリビー ドが量的な概念として規定された。
ここでフロイトは、自我の中に納まっている、あるいは自我に向けられているリピードを自我リピー
ドないしナルシシズ、ム的リビー ドと呼び、対象へ向けられているリビー ドを対象リビー ドと呼んだ。
VgL Drel・Ahhand1ungenzur Sexualtheorie. 3. Aufl. (1915). In: G. W， Bd. V，S. 118王
12 VgL Freud， Sigmund: Massenpsychologie und Ich-Analyse (1921). In:α 防:， Bd. XIII， S.
115.121. 
13 VgL Freud， Sigmund: Das Ich und das Es (1923). In: G. W， Bd. XIII， S.256f. 


























14 Vgl. ebd.， S.257王
15白我理想、に関する詳しい考察は以下の文献を参照。松山あゆみ「自我理想の起源フロイトにおけ
るメランコリーと同一化の問題J:京都大学大学院人間・環境学研究科現代文明論講座文明構造論分野
『文明構造論』第 7 号、 2011 年、 45~62 頁。
16 Vgl. Freud (1923)， S.260. 























17 VgL ebd.， S.260王
18 Ebd.， S.262. 
19 VgL ebd.， S.277f. 
到。この点に関しては、対象関係モデ、ルの提唱者であるグリー ンバー グ、とミッチェルがすでに指摘して
いる。 Greenberg，Jay R. /阻tchell，Stephen 人・ ObjectRelations in Psychoanalytic Theory. 




























22 Vgl. Freud (1923)， S.283-287. 
23 Abraham， K且紅rl主Ans邑匂e zu旧1ぽr p伊白y戸ch加oanalyt凶iおsch巴n Erfi由fゐbrschung und Be1油handlun時E喝g des 
ma叩ni臼自chγ-depr叩es鈎悶自訂ive刊"n叫1はIr即句て:re白r跨 自舵悶einsund ver開wa佃ndt回e白rZu凶I胎stande(1912). In: Psychoanal:刊ischeStudien 1. 
Hg. von Johannes Cremerius. Frankfurt am Main 1971.この論稿は、 1911年9月21日にヴァイマ
ールで開催された第三回精神分析会議における講演「抑欝状態および興奮状態の心的性的基盤」に基
づいたものである。
24 Abraham， Karl: Versuch einer Entwicklungsgeschichte der Libido auf Grund der Psychoanalyse 
seelischer St凸rungen(1924). In: Psychoanalytische Studien 1. Hg. von Johannes Cremerius. 
Frankfurt am Main 1969， S.179. 



































































25 VgI. ebd.， S.142. 
鉛 Ebd.，S. 180. 
幻 VgLebd.， S.139. 























28 Vgl. ebd.， S.134-138 
29ピーター・ゲイ『フロイト』第2巻(鈴木晶訳、みすず書房 2004年)、 483頁参照。
加Klein，Melanie: A Con位ibutionto the Psychogenesis of Manic -Depressive States (1935). In: 
The Writing ofMelanie Klein， vol. 1. Ed. Roger Money -Kyrle. New York 1975. 
31 Freud (1923)， S.287.傍点は筆者による強調。
32 Vgl. ebd.， S.275. 















メランコリーでは超自我の中で「死の欲動の純粋培養 (eineReinkultur des 
Todestriebes) J 37のような状態が生み出され、超自我は「死の欲動の一種の集積場 (eine







33 Vgl. ebd.， S.259. r昇華jとしサ概念にフロイトはすでに 1908年の論稿 r文化的」性道徳と現代
の神経質症」で言及している。そこで、は、性的目標を、性的で、はない他の目標と置き換えることがで
きる能力が昇華であると述べられている。 Vgl.Freud， Sigmund: Die "kulturelle“Sexualmoral und 
diemod巴rneNervosi切t(1908). In: G. W， Bd. VlI， S.150. 
34 Vgl. Freud (1923)， S.274f. 
35 Vgl. ebd.， S.284.287. 
36 Vgl. ebd.， S.284 
37 Ebd.， S.283. 
甜 Ebd.，S. 284. 


























39 VgL ebd.， S.284. 
岨 VgLFreud， Sigmund: Das日lbehagenin der Kultur(1930 [1929]). 1n: G.政;Bd. xrv; S. 480f. 
41 VgL ebd.， S.482-489. 



























42 Vgl. Freud， Sigmund: Totem und Taboo (1913 [1912-1913]). In: G.防:，Bd. IX， S.176f. 
拍 Vgl.Freud (1930 [1929]). S. 492. 
44 Vgl. Freud， Sigmund: Neue Folge der 防1I'1esungenzur Einfiihrung in die Psychoanalyse (1933 
[1932]). In: G. w.; Bd. xv，S. 118. Abriβder Psychoanalyse (1940 [1938]). In: G.防:，Bd. XVlI， S.72. 


























岨 Freud(1933 [1932])， S.118. 
岨 Vgl.Freud (1940 [1938])， S.73. 
47愛することが自己感情を低下させ、愛されることがそれを再び高めるとしサ記述が 1914年の論稿
「ナルシシズムの導入に向けて」に見られる。 Vgl.Freud (1914)， S.167. 
48松山、前掲論文参照。
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フロイトは『快原理の彼岸』において f死の欲動の支持動がし、かなるものであるかを明
確に定義することはなかった。しかし、その 3年後の著作『自我とエス1(1923)の中に
は「死の欲動の対象」としづ記述が現れており、そこで問題となるのもまたメランコリー
なのである。メランコリー患者の超自我の中では、死の欲動が純粋培養されて、超自我が
その集積場のようなものになっており、自我を責めさいなむことになる。こういった事態
が出来するのは、共同体のなかでは人々は欲動を制限しなければならなし、からである。人
間は欲動を制限し、外界への攻撃性を内面に向けることで自己破壊的傾向を強めていくこ
とになる。
メランコリーをきっかけとしてフロイトに開示された死の欲動の対象の問題は、彼の文
化論『文化における居心地悪さ1(1930)へと通じているのである。翻ってみるに、「欲動
の対象」の問題から「死の欲動Jを経てその独自の文化論の構築に至るまでフロイトの理
論的発展を促したものの一つは、メランコリーで、あったと言えはしないだろうか。生であ
れ死であれ、また愛であれ憎しみであれ、欲動の対象をフロイトが語るとき、そこにはつ
ねにメランコリーの機制が働いているのである。
